
とよかわ市民協働基本方針実施計画 講座一覧 

番号 
講座名 

（主管課等） 
事業目的・実施内容 

対象者 

（定員） 
参加者 

自己 

評価 
自己評価の理由 

(例) 

NPO スキルアップ講座 

（市民協働国際課） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

● ●   

ボランティア・市民活動団体向けのスキルアップ講座を行い、活動のより一層の

活性化を図った。 

①第１回「ひらめきトレーニング【入門編】 

－アイデアを生み出すコツを手に入れよう－」 

開催日：12 月 17 日（土曜） 

②第２回「ひらめきトレーニング【問題解決編】 

   －アイデアの力で地域課題を解決しよう－」 

 開催日： 1 月 22 日（日曜） 

講師：NPO 法人 M ブリッジ 理事長 米山 哲司 氏 

ボランティア・市民活

動団体活動者 

（定員 40 名） 

①28 名 

②33 名 

５ 

受講者アンケートの結果、約 96％の方が今後の

活動の参考になったと回答があり、発想を豊かに

する方法が見つかった、今後の活動に活かしたい

と回答もいただいた。また、平成 27 年度は定員

に対して参加者が約 60％だったのに対して平成

28 年度は第 1 回 70％、第 2 回 82.5％と増加し、

講座のテーマや講師の選定は適当だったと感じ

ている。 

１ 

手話講習会「基礎」 

（福祉課） 
 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

●    

手話の基本文法を中心に学び、手話の語彙を増やし、手話でコミュニケーション

する楽しさを学ぶことにより、聴覚障害者の生活の安定と社会参加をサポートす

る手話奉仕員の養成を行った。 

・手話講習会「基礎」 

開催日①平成 29 年 10 月 17 日～平成 30 年 3 月 6 日 全 20 回（毎週 火曜日） 

   ②平成 29 年 10 月 20 日～平成 30 年 3 月 16 日 全 20 回（毎週 金曜日） 

内 容：聴覚障害に関する基礎知識、手話学習、講演会、聴覚障害者との交流 

市内に在住する 16 歳

以上または高校生以

上の方で、社会福祉協

議会主催の手話講習

会「入門」修了者 

（定員 25 名） 

① 7 人 

② 18 人 

３ 

昨年度と比較し受講者数は 32 名から 25 名に減

少した。ただし受講者アンケートの結果、受講人

数が少なかったため、手厚く講習を受けることが

できたとの意見もあり、受講者の満足度は高かっ

た。今後も意思疎通支援における人材育成施策の

重要な講習会として、受講者数と講習内容のバラ

ンスを取りながら、充実を図る必要がある。 

２ 

認知症予防教室 

（介護高齢課） 

 
 講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

    

参加高齢者の「脳の健康」を保ち、「仲間づくり」や「地域社会とのつながり（社

会参加）」を促進させる。また、市民ボランティアが「学習サポーター」の役割を

担い、学習の援助を行うことで、行政の立場だけでなく、参加者により身近な立

場から事業活動に参加し、参加者とともに双方が自発的な介護予防に取り組める

ことを目的とし、グループディスカッションを用いた交流や学習教材（読み書き、

計算、すうじ盤）を用いた個別学習を通して、認知症予防や生きがいづくりを図

った。 

毎週１回の全 20 回（6 ヶ月間） 

 

 

おおむね 65 歳以上で

認知症を心配する、ま

たは予防したい市民

（定員 20 人で１グル

ープ 10 人制） 

 

20 人 

 

３ 

職員、ボランティアと参加者で教室を作り上げて

いることに気づき、自発的な介護予防活動の継続

につながっている。アンケートは 3 月 14 日締切

で集計中ですが、参加者 18 名からはボランティ

アが良かったと回答あり。教室終了後は、「ボラ

ンティア側で活動したい」「他の介護予防教室に

参加したい」との声が聞かれる。 

３ 

高齢者の生きがいと健康づくり推進

事業 

（介護高齢課） 
 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

    

高齢者が家庭・地域・企業等社会の各分野で、豊かな経験と知識・技能を生かし、

生涯を健康で、かつ生きがいをもって社会活動ができるよう、地域の各団体の参

加と協力の下に、高齢者の生きがいと健康づくり推進の実践活動を総合的に展開

することを目的とし、老人クラブ連合会に委託し、高齢者の社会活動についての

広報活動、三世代交流活動、健康増進活動、教養講座の開催など総合的な企画、

運営を図った。 

① 高齢者大学：全６回開催 

② 三世代交流事業 

③ スポーツまつり 

① 

② 老人クラブ会員 

③ ②については、地

域住民を含む。 

① 305 人 

（卒業生） 

② 14,750 人 

③ 609 人 

３ 

昨年度と比較し、①高齢者大学卒業生数は増加し

ていたが、②三世代交流事業参加者数、③スポー

ツまつりは減少していた。また、老人クラブの会

員数も減少した。このことから、今後、事業の更

なる推進のために老人クラブの基盤強化が必要

であり、会員の加入促進を図るとともに、各活動

の周知及び参加促進を図ることが課題である。 
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４ 

認知症サポーター養成講座 

（介護高齢課） 

 
 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

● ●   

認知症について正しく理解し、認知症の人やその家族を見守り、支援する「認知

症サポーター」を多数養成し、認知症になっても安心して暮らせる地域をつくる

ことを目的に講座を開催。 

開催総数：39 回 

（うち土日開催数：5 回） 

事業に賛同する者 

 

受講者 927 人 

（うち土日開

催 89 人） 

４ 

昨年より受講者は減少しましたが認知症地域

支援推進員、ボランティアセンターと連携するこ

とで小学校や高校、中学生に対し、講座を開催す

る事ができた。 

 課題としては、認知症サポーターの活動先で、

認知症カフェとの連携を考えていきたい。 

５ 

６５歳これから講座 

（介護高齢課） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

    

市民一人ひとりが介護予防に取り組めるようにすることを目的に、「自分のこれ

からの余命約２５年間をどのように暮らしていくか」を介護予防の視点から生活

設計の再建築を考える機会とする。 

１クール６回、年３クール 

 

65～74 歳までの市民 

（定員 30 人／1 クー

ル） 

延人数 184 人 

（ 実 人数 38

人） 

３ 

今年度から１クールの回数を８回から６回に

し、参加しやすいよう考えたが、実数は増えなか

った。毎回グループワークの時間をもつことで、

参加者間で健康観や価値観を共有する事ができ

た。また、意見交換の中で自ら介護予防の手がか

りをえる機会をもつことができた。 

６ 

健康づくり推進員養成講座 

（保健センター） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

●    

市民の健康づくりを組織的かつ継続的に支援する人材として「健康づくり推進

員」を養成した。 

開催日と内容： 

11 月 7 日（火）とよかわ知っ得「健康情報」 

11 月 21 日（火）自分の健康は○○で守ろう 

12 月 5 日（火）手ばかり栄養学 

12 月 19 日（火）おいしく・たのしく・元気に食べる 

1 月 16 日（火）健
けん

幸
こう

には健
けん

口
こう

づくり 

1 月 30 日（火）いつでも動ける身体づくりロコモ予防 

2 月 13 日（火）・自分でできるこころの手当て 

       ・「つなぐ・広がる・増やす」健
けん

幸
こう

な地域づくり の全 7 回 

一般市民 

 

 

実 18 人 

延 98 人 

４ 

 昨年度と比較し工夫点が３つある。①啓発：チ

ラシの配布以外に主要駅にポスター掲示した。② 

先輩推進員が講師となり活動体験を語ってもら

う機会を設け、市民協働事業を受講者が意識でき

るよう配慮した。③実際の活動をイメージしやす

いよう交流会を実施し、情報交換や活動目的を共

有した。新規登録目標は受講者の７割以上だった

が、参加者１８名中１５名が登録（83.3%）し、

今年度の目標は達成できたので市民協働の推進

に寄与できたと考える。 

７ 

健康づくり推進員学習会 

（保健センター） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

●    

「健康づくり推進員」が主体的に活動を実践するための、具体的な健康づくり知

識の提供および活動意欲の向上、継続を図った。 

テーマ：災害や非常時の視点から健康を考えよう～いつまでも支える側でいるた

めに～ 

開催日と内容 

9 月 20 日（水）企画集会 

10 月 17 日（火）「食」から非常時の健康を考えよう 

        協働した企業：トーアス株式会社（ミニ講座と非常食提供） 

        協働した他課：防災対策課（パネル借用、非常用持ち出し品と 

                     非常食提供） 

11 月 15 日（水）非常時に身を守るエコノミークラス症候群予防について 

12 月 12 日（火）避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）～非常時の健康を守るために私達    

        にできること～ 

        協働した他課：防災対策課（避難所運営ゲーム） 

               消防署（会場借用、消防車と救急車見学） 

                           の全 4 回 

健康づくり推進員 延 103 人 

４ 

運営について：今年度は１回増やして企画集会に

て学びたいことを参加者で話し合ったり、テーマ

のサブタイトルに推進員自身が意識している言

葉を入れ、市民参画の視点で取り組んだ。また、

参加者の意見を取り入れ企業や他課と協働でき

た。今回の講座で参加者が協働先とつながること

ができ、防災の出前講座の問い合わせや非常食に

ついての知識が深まるなど、防災に対する関心が

高まったのではないかと考える。 

参加について：昨年度に比べて参加者数が減っ

た。推進員の高齢化や昨年度に引き続き災害関連

をテーマにしたことが影響したのではないかと

思う。 
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８ 

環境学習出前講座 

（環境課） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

● ●一部   

社会活動への興味・関心を抱かせ、活動への参加意識を高めるため、地球温暖化

防止、生活排水、自然環境などを題材とした環境学習の出前講座を実施した。 

開催回数：「地球温暖化防止」    児童クラブ  ８回 ２５１人 

小学校    １回  ６２人 

                  一般     ２回  ７４人 

「生活排水を考える」   児童クラブ  ６回 １３６人 

一般     １回  １０人 

「自然環境講座」     児童クラブ  ７回 ２４０人 

 

小学生又は一般 総数 

７７３人 

（うち土曜日

開催１回２２

人） ３ 

主に、児童クラブで出前講座を実施した。問題

意識を持ち、今後環境活動に興味を持ってもらえ

るような講座内容とした。 

９ 

環境学習体験講座 

（環境課） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

● ●一部  ●一部 

社会活動への興味・関心を抱かせ、活動への参加意識を高めるため、環境学習体

験講座を実施した。 

① 子ども向け 

開催日： ７月２６日（水）地球温暖化とエネルギー   ２３人 

７月２８日（金）音羽川水生生物調査団    ２５人 

８月 ２日（水）自然とつながる未来都市    ２２人 

② 親子参加 

開催日：  ７月 １日（土）夏休みに酸性雨を調べよう！ １７組（３７人） 

１２月 ２日（土）エコクッキング体験講座   ２１組（４４人） 

③ 一般向け 

開催日： ６月１７日（土）廃食油でエコキャンドルを作ろう！  １６人 

     ７月２１日（金）夜の自然観察会           ２９人 

１１月２６日（日）秋の里山で身近な生き物を探そう！  ２１人 

  １月 ６日（土）新春バードウォッチング       １０人 

 ３月 ３日（土）里山でキノコの菌打ちをしよう！   ３０人 

３月２４日（土）春の里山で身近な生き物を探そう！  １４人 

小学生又は一般 ２７１人 

（うち土日開

催１７２人） 

４ 

小学生及び一般を対象に、環境学習体験講座を

実施した。講座に参加したことをきっかけに、問

題意識を持たせ、今後環境活動に興味を持っても

らえるような内容とした。 

 

10 

地域生涯学習講座 

（生涯学習課） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

● ●  ● 

各生涯学習会館等で、各種講座を開催し、市民の生涯学習の活性化を図った。 

開催回数：７３２ 

（うち土日開催数：２３５） 

市民一般 

（各講座により定員

が異なるため記載せ

ず） 

総数 

5,268 人 

（うち土日開

催 

2,008 人） 

４ 

講座を通して地域連携が強まった。ちらし、呼び

かけ、広告等の啓発に努めた。 
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11 

親子ふれあい工房 

（生涯学習課） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

   ● 

親子など家族で参加できる講座の企画・開催した。 

開催回数：８回 

小学１～３年生の

児童とその保護者（１

５組定員を２講座、１

６組定員を２講座、１

７組定員を１講座、１

８組定員を１講座、２

０組定員を２講座） 

２５４名 

（計１２７組） 

５ 

平成２８年度に引き続き、８講座開催した。野外

での工作体験や、大学生を講師に招くなど新たな

取り組みを行いながら、従来の定員１５組から６

講座定員を増やして開催を行った。 

12 

子どもものづくり教室 

（生涯学習課） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

 ●   

学校週５日制の実施に伴い、余暇を利用した様々な体験活動を実施することによ

り子どもの地域活動を推進するため、豊川少年少女発明クラブ、豊川工業高校ボ

ランティア部と協働し、子どもものづくり教室を開催した。 

開催回数：１２回 

 

小学４～６年生の

児童（各回３２名） 

３４５名 

 

４ 

男の子の参加が多い教室だが、今年度は作品のデ

ザインに工夫をしていただき、昨年度と比べ女の

子の申込み数が２倍となった。 

13 

東三河演劇フェスティバル上演のた

めのワークショップ講習 

（文化振興課） 

 講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

● ●   

市民に広く参加を募り、演劇専門講師の指導のもと演技力・表現力を培う講習を

行った。 

開催日：4 月から 9 月まで計 55 回 

    本番上演は平成 29 年 9 月 23 日・24 日 

おおむね高校生以上 延べ 

500 名 

５ 

年代的にも経験的にも幅広い参加者を獲得した

うえで、充実した内容のワークショップを展開す

ることができ、公演も成功裡に終えることができ

た。 

14 

防犯ボランティア講座 

（人権交通防犯課） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

● ●   

防犯ボランティアの育成、防犯活動の充実及び防犯意識の向上を図るため、講師

を招き研修会を開催した。 

開催日：平成２９年１２月１２日（火） 愛知県主催 豊橋市、新城市、田原市

と合同開催 

会場：豊橋市役所 講堂 

講師：愛知県セルフガード協会 仁科満紀子 氏 

市内防犯ボランティ

ア団体 

豊川市 25 名 

豊橋市 43 名 

新城市 18 名 

田原市 15 名 ５ 

地域活動や防犯パトロールの意義やポイントを

確認することができ、防犯意識を高めるのに効果

があった。 

それにより、防犯ボランティア団体の活動の質が

高まり、防犯意識の向上や不審者を寄せ付けない

環境づくりにつながった。 

15 

男女共同参画の推進に関する講座 

（人権交通防犯課） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

● ● ● ● 

家庭や職場、地域などで社会的・文化的な男女の習慣に囚われることなく、「自分

らしく」生きることのできる男女共同参画社会の実現を図った。 

① 人権・男女共同参画講演会  

 開催日：平成３０年３月３日（土） 

 会場：豊川市文化会館 大ホール 

 講師：野口 健氏 「私の分岐点 ～落ちこぼれが山に出会った～」 

② エンパワーメント講座「女性のための再就職支援セミナー」２回 

③ 男女共同参画協働型事業Ⅰ「Nobody’s Perfect 完璧な親なんていない！」６回 

①市内在住・在勤・在学

の方 1,300（名） 

②市内在住・在勤の女性

（各回 20 名） 

③1 歳から 2 歳 11 ヶ月

の子を子育て中の親

（各回 12 名程度） 

④市内在住・在勤・在学

① 1,000 名 

②  32 名 

③  75 名 

④  82 名 

⑤ 240 名 

⑥ 234 名 

⑦  35 名 

⑧  24 名 

５ 

人権・男女共同参画講演会については、野口 健

氏（アルピニスト）を講師に 1,000 名もの参加者

を得て、好評のうちに実施することができた。 

また、各種講座については、「お父さんといっし

ょに☆簡単お菓子づくり教室」などワーク・ライ

フ・バランスに資する講座を含め、バラエティー

にとんだ講座を実施し、男女共同参画意識の啓発

を行うことができた。 



とよかわ市民協働基本方針実施計画 講座一覧 

番号 
講座名 

（主管課等） 
事業目的・実施内容 

対象者 

（定員） 
参加者 

自己 

評価 
自己評価の理由 

④ 男女共同参画協働型事業Ⅱ「自分と相手を尊重した、人間関係づくり講座」 

３回 

⑤ デートＤＶ防止研修会 １回  

⑥ パートナーシップ推進出前講座 ７回  

⑦ 男女共生セミナーⅠ「ロジカルシンキング講座｣ 

⑧ 男女共生セミナーⅡ「お父さんといっしょに☆簡単お菓子づくり教室」            

の女性（各回 30 名） 

⑤豊川工業高校 3 年生 

⑥市民活動団体、事業

所、保育園等 

⑦市内在住・在勤の方

（30 名） 

⑧市内の小中学生とそ

の父親（12 組程度） 

 

＜託児＞ 

①   0 名 

② 10 名 

③  71 名 

④  14 名 

⑦   0 名 

⑧   0 名 

16 

NPO スキルアップ講座 

（市民協働国際課） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

● ●   

ボランティア・市民活動団体向けのスキルアップ講座を行い、活動のより一層の

活性化を図った。 

① ＮＰＯのための広報スキルアップセミナー「～写真で伝える、写真で伝わる

～」 

開催日： 11 月 8 日（水曜） 

講師：豊川市役所企画部秘書課広報職員 

② 楽しく学ぶ市民活動！！ 

 開催日：12 月 2 日（土曜） 

 講師：蒲郡市竹島水族館 館長 小林 龍二氏 

ボランティア・市民活

動団体活動者 

① 定員 20 名 

② 定員 40 名 

① 23 名 

② 40 名 

５ 

センター登録団体が他団体と交流を持つ機会と

するとともに、普段、自分たちが行っている活動

に生かしてもらうための講座を 2 回開催しまし

た。定員を上回る参加希望があり、また、受講者

アンケートの結果では、約 86％の方が今後の活

動の参考になったと回答があったなど、講座のテ

ーマや講師の選定は適当だったと考える。 

17 

若者ボランティア体験講座 

（市民協働国際課） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

● ●   
 

ボランティア・ＮＰＯの人材育成を推進するため、若年層を対象として体験型講

座を実施しました。 

開催日：8 月 20 日（日曜）オリエンテーションの会 

    11 月 11 日（土曜）ふり返りの会 

講師：ＮＰＯ法人Ｍブジッジ 理事長 米山 哲司氏 

ボランティア体験：13 事業 

 8 月 21 日（月曜）から 11 月 5 日（日曜）まで 

市内に在住・在学・在

勤又は豊川市のボラ

ンティア活動に興味

がある 16 歳から概ね

25 歳までの方 

定員 40 名 

30 名 

４ 

参加者が定員に満たなかったが、参加者アンケー

トで、今後もボランティアを続けてみたいと思う

かという問いに対して、「思う」「どちらかと言え

ば思う」に全員から回答があり、講座の主旨が達

成できたと考える。 

18 

ボランティア・市民活動体験・養成

講座 

（市民協働国際課） 

 講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

● ●  ● 

「とよかわ市民協働基本方針」に基づき、ボランティア・市民活動へ理解や参加

を促進するため、様々な分野で積極的に活動している、ボランティア・市民活動

団体に、講座の企画・運営を委託して、体験・養成講座を実施した。 

「和太鼓体験と演奏ボランティアでみんな笑顔に」 

実施団体：女性和太鼓 彩華組 

開催日：2 月 17 日（土曜） 

市内在住・在勤・在学

者 

（定員 20 人） 

 

21 人 

５ 

参加者が定員を超え好評であった。受講者アンケ

ートの結果では、「今後、ボランティアや市民活

動を行ってみたいか」の問いに「思う」「どちら

かというと思う」と答えた人が 94％となり、講

座の主旨を達成できたと考える。 



とよかわ市民協働基本方針実施計画 講座一覧 

番号 
講座名 

（主管課等） 
事業目的・実施内容 

対象者 

（定員） 
参加者 

自己 

評価 
自己評価の理由 

19 

コミュニティリーダー養成講座 

（市民協働国際課） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

● ●   

コミュニティ活動のさらなる充実のために、コミュニティ活動におけるリーダー

に対して、コミュニティ事業の企画・運営に必要な知識や技能を身につけ、地域

活動組織の中核となる人材を育成することを目的として、講座を実施した。 

「気づいちゃったからほっとけない」 

開催日：7 月 2 日（日曜） 

講師：前南粕谷地区コミュニティ会長 石井 久子 氏 

コミュニティ組織の

役員等 

（150 名程度） 

102 人 

５ 

町内会役員のほとんどが１年交代のため、コミュ

ニティ活動等に反映できるような動機付けがで

きる講座を企画。分かりやすい説明で受講者アン

ケートの結果、約 85％の方から面白かった、ため

になったとの評価をいただいた。 

20 

市民向け協働出前講座 

（市民協働国際課） 
 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

● ●   

市民と行政の協働によるまちづくりを目指し、ボランティア・市民活動団体、更

には企業を含めた講座を開催し、協働の必要性についての理解促進を図った。 

「協働のまちづくりについて」 

開催日：9 月 27 日（水曜）、10 月 19 日（木曜）、10 月 20 日（金曜） 

    11 月 2 日（木曜）、11 月 18 日（土曜）、11 月 24 日（金曜） 

    1 月 15 日（月曜） 

 

ボランティア・市民活

動団体会員、町内会役

員、学校・企業関係者 

 

141 人 

５ 

受講者アンケートの結果では、約 96％の方から

協働について「理解できた」「少し理解できた」

と評価をいただいた。今後も多くの方に協働を知

ってもらうよう、受講者を増やしていきたい。 

21 

図書館まつり 

（図書館） 
 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

 ●  ● 

平成２８年３月に策定した「豊川市子ども読書活動推進計画」の取り組みの一環

として「図書館まつり」を開催。 

① 春の図書館まつり 

開催日：６月１０日（土）、１１日（日） 

協働団体：読み聞かせボランティア、修理本ボランティア、豊川高校生徒、生け

花ボランティア他 

②秋の図書館まつり 

開催日：１０月２９日（土）、３０日（日） 

協働団体：読み聞かせボランティア、修理本ボランティア、豊川高校生徒、生け

花ボランティア他 

市民一般 ① 約 4,500名 

② 約 3,600名  

５ 

多くのボランティアの協力を得て、多種多様なイ

ベントを開催することができた。 

22 

子ども読書のつどい 

（図書館） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

 ●  ● 

４月２３日～５月１２日の「子ども読書週間」にちなみ、子どもたちが本、読書、

図書館に親しみ、積極的に読書活動を行う機会をつくるため、子どもから大人ま

で楽しめる「子ども読書の日のつどい」を開催。 

① 「まいにちおはなし会」 

開催日：４月９日（日）～１６日（日） 

協働団体：読み聞かせボランティア７団体 

② 「手づくり絵本教室」        

開催日：４月８日（土） 

協働団体：すみれ絵本の会 

① 子ども～大人 

（定員各回１００人） 

② 子ども～大人 

（定員３０人） 

① 177 名 

② 33 名 

５ 

まいにちおはなし会は、１日１団体が日替わりで

おはなし会を開催するプログラムを実施した。手

作り絵本教室は、親子でコミュニケーションを図

りながら独創的な絵本を作成した。 



とよかわ市民協働基本方針実施計画 講座一覧 

番号 
講座名 

（主管課等） 
事業目的・実施内容 

対象者 

（定員） 
参加者 

自己 

評価 
自己評価の理由 

23 

文字・活字文化の日のつどい 

（図書館） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

 ●  ● 

１０月２７日（文字・活字文化の日）～１１月９日までの「秋の読書週間」に

ちなみ、市民に広く文字・活字文化についての関心と理解を深めて頂くため、子

どもから大人まで楽しめる「文字・活字文化の日のつどい」を開催。 

① 「まいにちおはなし会」 

開催日：１０月２７日（金）～１１月７日（日） 

協働団体：読み聞かせボランティア８団体 

② 「朗読会」 

開催日：１１月３日（日） 

協働団体：豊川朗読の会 

① 子ども～大人 

（定員各回１００人） 

② 大人 

（定員５０人） 

① 304 名 

② 53 名 

５ 

まいにちおはなし会は、１日１団体が日替わりで

おはなし会を開催するプログラムを実施した。朗

読会は宮沢賢治作品をテーマとし、受講後のアン

ケートでは、特に高齢者から高評価を得た。 

24 

手作り絵本講座 

（図書館） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

 ●   

世界に１つだけのオリジナル絵本を作ることで、本に興味を持ってもらう。 

講座で仕上げた作品は３月にエントランスホールで開催する「すみれ絵本の会作

品展」で展示。 

手作りえほん講座「にんじゃえほんをつくろう！」 

開催日：１２月１６日（土） 

協働団体：すみれ絵本の会 

市内在住の小学生 

（定員２０名） 

17 名 

４ 

子どもたちが、想像力を駆使した様々なオリジナ

ル絵本を作成した。作成後、希望者の作品は図書

館で展示を行う。 

25 

親子工作教室 

（図書館） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

   ● 

夏休みに親子でアルミホイルを使って花や昆虫をモチーフにした立体工作を作

ることで、親子間のコミュニケーションを図る。 

講座：「アルミホイルで作ってみよう！」 

開催日：８月６日（日）①テーマ「花」 ②テーマ「昆虫」 

講師：箔屋スフィカ 

市内在住の小学生親

子（定員１８組） 

延べ 24 組 59

名 

５ 

夏休みに親子で協力して工作の作品を作ること

で、家族のコミュニケーションを図ることができ

た。エントランスホールで講師の作品展を開催し

た。 

26 

絵本で子育て講座 

（図書館） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

   ● 

ブックスタートから次にステップアップするために４カ月～１２カ月までの赤

ちゃんとその親を対象とした、絵本を使って親子のコミュニケーションを図る講

座を開催。 

① 前期「絵本で子育て楽しんでみませんか」講座     

開催日：６月６日（火）、１４日（水）、２０日（火）全３回 

協働団体：子育てネットワーカー 

② 後期「絵本で子育て楽しんでみませんか」講座  

開催日：１０月１０日（火）、１７日（火）、１１月８日（火）全３回 

協働団体：子育てネットワーカー 

市内在住の、４カ月～

１２カ月までの赤ち

ゃんとその保護者、妊

娠中の方 

① 定員各回２５組 

② 定員各回２５組 

① 延べ 60 組 

② 延べ 38 組 

４ 

受講者からは、「絵本を選ぶ参考になった」「同年

代の子どもを持つ親どうしでいろいろな話がで

きた」といった感想が寄せられた。 



とよかわ市民協働基本方針実施計画 講座一覧 

番号 
講座名 

（主管課等） 
事業目的・実施内容 

対象者 

（定員） 
参加者 

自己 

評価 
自己評価の理由 

27 

赤ちゃんひろば 

（図書館） 
 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

   ● 

赤ちゃん向けの絵本などの育児情報の提供の場として、また、親同士の交流の情

報交換の場として、ボランティアによる絵本の読み聞かせや手遊び、育児相談を

開催。 

開催日：毎月第２金曜日（年１１回・８月は休み） 

講師：子育てネットワーカー 

未就園児の親子 

定員各回３０組 

615 名 

５ 

毎回参加者も多く、読み聞かせ以外にも、お子さ

んの手形・足形スタンプを取るなど、工夫をこら

した内容を実施した。 

28 

読み聞かせボランティアスキルアッ

プ講座 

（図書館） 

 講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

●    

図書館での読み聞かせ活動の発展を目的として、定期的に読み聞かせボランティ

アのための養成講座やスキルアップ講座を開催。 

開催日：２月９日（金）、１４日（水）（全２回） 

講師：山口陽子 

 

 

豊川市図書館に登録

のある読み聞かせボ

ランティア３０名 

延べ 13団体 30

名 

５ 

豊川市図書館に登録の読み聞かせボランティア

のためのスキルアップ講座。各グループの読み聞

かせの実演発表も行った。 

29 

修理本ボランティア養成講座 

（図書館） 

 

講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

●    

市内の図書館の本の修理をしてもらうことを目的として、定期的に修理本ボラン

ティアのための養成講座やスキルアップ講座を開催。 

開催日：１２月１４日（木）、１２月２１日（水）（全２回） 

講師：田中稔 

 

講座終了後、中央図

書館の修理本ボラン

ティアとして登録す

る意思のある方２０

名 

延べ 21 

名 

５ 

修理についての基礎を学び、講座終了後修理本ボ

ランティアとして１１名の登録があった。 

30 

防災ボランティアコーディネーター

フォローアップ研修 

（防災対策課） 

 講座の特性 

人材育成 土日開催 託児 親子参加 

● ●   

大規模災害時、災害ボランティアセンターでボランティアと被災者との調整

を行うボランティアコーディネーターを対象に、習得した知識及び技術の維

持・向上を目的に防災ボランティアコーディネーター養成講座及び防災ボラ

ンティアコーディネーターフォローアップ研修を行った。 

【養成講座 開催日時】（全３回） 

平成 29 年 9 月 3 日（土）午前 8 時から午後 4 時まで 

平成 29 年 9 月 10 日（土）午前 9 時から午後 5 時まで 

平成 29 年 9 月 16 日（日）午前 9 時から午後 5 時まで 

【フォローアップ研修開催日時】（2 日間のうちいずれか） 

平成 29 年 7 月 8 日（土）午前 9 時から午後 4 時 30 分まで 

平成 30 年 1 月 14 日（日）午前 9 時から午後 4 時 30 分まで 

 

防災ボランティアコーデ

ィネーター養成講座修了

者 （３０名程度） 

養成講座 

１６名 

フォローアッ

プ研修 

１１名 

 
３ 

例年並みの人数の方に受講していただけた。 

事業の実施にあたり、社会福祉協議会、市民協働

国際課、豊川防災ボランティアコーディネーター

の会との調整も段取り良く行うことができた。 

 


